























調査で確認された大正 9年(1920)の総人口は， 55，963千人であったO ごれが60年後の昭和55
年(1980)には 117，057千人とほぼ2倍に増大している O こうした増加入口を最も多く吸収し
たのは大都市であり， 60年間の人口の変化を都道府県別にみても，神奈川，埼玉，千葉，大阪，
東京，愛知の順でいずれも 3.0倍以上の増加を示し，今日の三大都市圏 7)を形成するに至って















































8.0 I 図 2 市町村の人口増加率推移






























































昭和35年 ~40年 I 40年-45年 I45年-50年
表 -1
50年-55年
ム 5.42.1 0.5 10. 7 150 
1.1 4. 7 
d. 
7.5 11. 5 205 
2. 1 4.1 3.8 2.8 166 











































4.1 6.9 10.9 143 
d. 0.6 3.4 7.5 13.1 242 
3.3 10.3 13.2 12.4 206 
9.9 9.7 25.2 18.2 106 




















2.3 6.8 9.3 11. 9 446 
2.8 10. 7 23.4 15.5 404 







































































































































市人口との相関をみたものが図-4である O 年間 1，000万 t以上の貨物取扱いを示す港湾は，
わが国で52港あり，このうち人口10万以下の都市にある港湾はー塩釜，鹿島，衣j甫，宇野，小







































































































































ではないかと推察し得る O この推察が正しいとするなら ~:t'.工業港での基本的関係を十分に理
解し得るであろう O したがって，この推察は，本題解明上，重要で、あるということが出来る o
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が顕在化しつつあることを物語っている O その第 lは 港湾貨物が減少した 8つの港湾都市が







































人口階級 市数 増加率 全国増加率
委主 52 ( 647) 1.5% 4.8% 
500万以上 1 ( -3.4 3.4 
200~ 500万 3 ( 3) 0.4 0.4 
100~ 200万 4 ( 6) 2.8 4.2 
50~ 100万 9) 6. 7 6.2 
30~ 50万 13 ( 36) 5.9 7.4 
20~ 30万 8 ( 42) 4.0 7.6 
1O~ 20万 9 ( 97) 3.8 7.0 
5~ 10;5 4 ( 207) o. 7 7.4 
3~ 5万 3 ( 198) 1.0 2.9 
3万以上町 2 ( 59) 7. 7 24. 1 
注1) 総数の増加率は町は含まず















さらに昭和50年 ~5;):ドの 5 年間に，わが[EI の



















都市名 人口数 減少率 j巷格 貨物量
小樽 un -2.() 重 円.226
室蘭 150 - 5.4 特 29.201 
桐生 133 - 1. () 
東京 8，349 -3.4 特 62.007 
武蔵野 137 - 1. 9 
三鷹 164 -0.3 
小金井 102 -0.3 
小平 154 - 1.0 
清水 242 -0.6 重 15， 772 
大阪 2，648 -4.7 特 83，908 
守口 166 -7.1 
門真 139 -3.0 
東大阪 522 -0.6 
尼崎 524 -4.1 重 26，452 
呉 235 -3.3 重 18， 721 
尾道 102 -0.9 重 21，987 
大牟田 163 - 1. 8 重 6，991 








































地域 ネ子〈ミ 100万以上 50~100 万 30~50万 20~30万 1O~20万 5~lO万
北海道 22 ④ 
東 北 39 ⑤ 
開 東 118 ⑥ 
(首都圏) 96 ⑥ 
中 告日 70 ④ 
(中京圏) 33 ③ 
北 陸 11 ① 
近 畿 69 ⑦ 
(京阪神圏) 54 ⑥ 
中 国 26 ⑩ 
四 国 17 ⑤ 
九 ナ+1 36 ⑤ 
j中 中尾 4 ⑥ 



















1 0 ① 2 ① 5 ① 8 ② 6 。 1 2 ② 7 ② 6 23 ① 
3 ③ 1 ① 11 ① 11 35 ① 57 
3 ③ 1 ① 10 ① 7 29 ① 46 
1 ① 。 5 8 ② 17 39 ① 
① 。 1 5 ① 9 17 ① 。 。 2 ① 1 2 6 
3 ② 3 ② 7 ② 7 ① 14 35 
3 ② 3 ② 6 ① 5 ① 13 24 。 2 ① 2 ② 2 ② 9 ④ 11 ① 。 。 3 ③ 2 ① 11 ① 
2 ② 2 ① 2 ① 3 6 ① 21 。 。 。 l 。 3 
10 ⑧ 9 ⑤ 36 ⑬ 46 ⑧ 99 ⑨ 212 ④ 
国勢調査より作成
衰-5 人口減少都市と港湾都市(人口3万以上)の地域別分布
地方 凶と 4.6- 0- -2.5- -5.0- ー7.5-。 -2.4 -4.9 ー7.4
北海道 16③ 7② 4 1 2① 2 
東 ~t 48② 37② 7 2 2 
関 東 50② 31① 15 2① 1 
(首都圏) 34② 18CD 13 2① 1 
中 告E 51④ 42③ 6① 3 
(中京圏) 22 19 3 
~t 陸 18 14 3 1 
近 畿 44⑤ 2時 10 4② 1 
(京阪神圏) 32④ 2崎 7 4② 1 
中 国 32⑧ 21⑤ 8② 1① 2 
四 国 20④ 17③ 2① 1 
九 リ十| 34③ 27② 6 1① 
縄 3 3 

















総数 10.0%以上 9 .9~4.6 4.5~0 。~ー 2.4 -2. 5~-4. 9 -5.0-ー7.4
北海道 9 ⑤ 1 ① 4 ② 2 ① 1 I ① 
東 北 16 ⑧ 7 ⑥ 6 ② 1 
関 東 7 ⑦ 2 ② 2 ② 2 ② 1 ① 
(首都圏) 6 ⑥ 2 ② 2 ② ① 1 ① 
中 昔日 8 ⑦ ① 5 ⑤ 2 ① 
(中京圏) 6 ⑤ 1 ① 4 ④ 1 
北 陸 4 ② 2 ② 2 
近 畿 9 ⑧ 1 ① ① 4 ④ 1 2 ② 
(京阪神圏) 7 ⑦ ① 1 ① 3 ③ 2 ② 
中 国 15 ⑪ 4 ④ 8 ⑤ 2 ① 1 ① 
四 国 13 ⑤ 3 ③ 8 ② 1 1 
卜ー
九 州、l 22 ⑩ 3 ③ 3 ① 12 ④ 2 ② 2 
沖 縄 3 ① 2 1 ① 
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